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 自ら学ぶ姿勢がより強く求められる現代社会において，高等学校でも新学習指導要領が実施

となり，教員がアクティブ・ラーニング（AL）型の指導技術を獲得することが急務となった。

しかし，その実践知の獲得は一朝一夕に実現するものではない。特に，生徒主体の指導法につ

いて，その重要性は唱えられながらも，伝統的に教師主導の情報伝達型が多い高校理科授業に

おいて 1），具体的な手本を見出すことは難しい。本研究では，仮想の教室において，教員がア

バター生徒に理科授業を行うことにより，指導技術上の課題を特定し，それを基に指導力の向

上と意識改革を行うプログラムを開発する。本講演では，力学分野の 10分間のアバターロール

プレイを実施した結果，指導技術上の課題 3点を特定できたことを発表する。 

 本研究では，作用反作用の法則について，質量の異なる台車の

衝突の動画視聴を含めたシナリオを開発し，11 名の教員（現職高

校教員 3 名，教員志望学生 6 名，研究者 2 名）に実施して，その

パフォーマンスを，1）戦略スキルの使用，2）AL型指導技術，3）

概念到達度の 3 観点から評価した。アバターロールプレイを教師

教育に用いることはすでに米国で行われているが 2），国内の実践は

初である。アバターロールプレイの技術は米国 Mursion 社のもの

を用い，日本の代理店担当者と共同でシナリオ開発を行った。 

研究者 4 名による分析の結果，特定された課題は，①概念形成

を促す内容の焦点化，②発問技術，③生徒の発言内容を取り入れた授業展開，であった。それ

らの課題点の表れ方は参加教員によって様々であり，10 分間のセッションの実施よって，参加

教員が物理を教えることに関する教育観が如実に表れた。よってアバターロールプレイは教員

の指導上の課題を明らかにする可能性が高いことが示唆された。さらに講演では，特定された

課題を基に，どのように指導技術の向上と意識改革を実際に進めるかについて議論する。 
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